
北海商科大学学報創刊
この度、北海商科大学の様々な活動やニュースを皆さまにお
伝えし、ご理解いただくため、学報を創刊することになりました。
北海商科大学の校舎も完成しました。新しい校舎、新しい教育環
境の中で、商科大学は、学生、御父母の皆さまと共に、教職員が
一丸となって、未来を担うにふさわしい大学作りを目指します。こ
の学報が、本学にかかわる皆さまの、互いの交流に大きく寄与す
ることを期待します。
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キャンパスニュース

北海商科大学
平成 !年度
入学式挙行

大 学 校 舎 完 成

平成 !年"月#日、北海商科大学と
して初めての入学式が、北海学園国際会

議場で行われました。

オープンキャンパス
開催
平成 !年!月"日、受験生に大学を

公開する第 回オープンキャンパスが行
われました。

 階ロビーで募集要項などの資料を
受け取った参加者は、全体説明を受けた

海外語学留学生
中国、韓国に出発

正規のカリキュラムとして行われる$
ヶ月におよぶ海外語学留学は、他に類を

見ない本学ならではの取り組みです。そ

の記念すべき初の留学生が中国と韓国

へ向かって旅立ちました。

中国の山東省煙台大学に %名、山東
大学威海分校に #名、計&!名の出発
日は!月%'日。翌% 日には、韓国太田
大学校に向け、(名が新千歳空港を発ち
日本を離れました。日本への帰国予定

は&月下旬です。
留学生は、どんな経験をして日本へ帰

ってくるでしょうか。次号では、留学の様

子を特集します。

本学学生
カナダ・レスブリッジ
大学へ
カナダ・アルバータ州立レスブリッジ大

学との学生交換プログラムに、本学から

#名の学生が参加しました。このプログ
ラムは、 (!$年より学校法人北海学園
が行っており、今年は事業が開始されて

から&'周年にあたります。
!月"日から!月&(日までの日程で、

語学の集中学習、現地の学生との交流、

地域の行事参加、州内の見学旅行など

を体験してきました。

(月 (日、本学&階図書館前ホール
にて、北海学園大学大学院法務研究科

（法科大学院）・北海商科大学校舎完成

記念式が、カナダ、韓国、中国など、海外

からも多数の来賓のご臨席を得て行わ

れました。

中国社会科学院が北海商科大学に「北海道研究交流センター」設置
中国社会科学院（)*++）は、 (,,

年#月に設立された国家諮問研究機関
で、あらゆる分野の研究所と研究センタ

ーを擁しています。約"'''人に上る研

究者が所属し、国家の政策や世界情勢

の分析を行っています。

北海学園北東アジア研究交流センタ

ー（-./*+）は、北東アジアにおける経
済協力をどのように作りあげるか、長い

間この)*++の多くの研究所と共同研
究を行ってきました。

-./*+と)*++は、これからの共同
研究のあり方を協議し、持続的で緊密な

共同研究を実現するために、研究者がい

つでも行き来できる環境を整備すること

で合意しました。その方策として、)*++
は世界で初めてとなる独自の研究センタ

ーを設置し、-./*+と共同でアジアや
世界の研究を進めることになりました。

本学!階に設置される研究所の名称
は、『中国社会科学院北海道研究交流セ

ンター』。)*++は教育機関として大学
院を併設しており、本学学生の大学院へ

の進学を歓迎しています。より勉学に励

み、世界的な機関で研究することを期待

します。

"月に晴れて北海商科大学に入学し
た、商学科(!名、観光産業学科"%名
の合わせて " 名。これに、北見キャン
パスから移ってきた&年生% 名が加わ
り、総員 ,&名が北海商科大学・豊平
キャンパスの初年度を迎えることになり

ました。

入学式では、森本本学学長が式辞を

述べ、入学生代表の木戸誠君による宣

誓、来賓祝辞と続いて、その後教員が紹介

され、学生との初顔合わせとなりました。

また、カナダのレスブリッジ大学からテ

リー・ロイヤー理事長ご夫妻、ウィリア

ム・ケイド学長ご夫妻、リタ・ゾーグ学長

秘書を来賓として迎え、ケイド学長より

祝辞を頂きました。

後、"つの教室に分かれて模擬講義を受
講しました。観光産業学科・加藤先生に

よる講義はワークショップ形式で行わ

れ、高校の授業にはない新鮮さが、参加

者の関心を引いていました。また蘇林先

生、グラハム・ハード先生、水野先生によ

る語学体験では、アジアにおける国際大

学としての姿勢を参加者に印象づけて

いました。

&階図書館前では、教員が一対一で
参加者の疑問に答える相談コーナーが

設けられ、入試や学習内容についての積

極的なやりとりが終了間際まで続いてい

ました。第&回オープンキャンパスは、(
月%'日に開催されます。

地下コンコースと直結して、自由学習室も開設されました。

学生証で入退室できる図書室。書架は使いやすさを考え

低めに設計されています。

札幌市都市局長田中透氏、森本本学学長によって校舎落

成のテープカットが行われました。

校舎の真下にあたる場所には、自由学習室と隣り合ってコ

ンビニエンスストアがオープンします。

校舎完成にあわせて、地下鉄東豊線

「学園前」駅と校舎を結ぶコンコースが新

設されました。内部には、喫茶スペース

を兼ねた自由学習室が開設されるなど、

本学学生の憩いの空間が広がりました。

さらに、地下鉄"番出入口には、高等
教育機関と地域との調和を図る初めて

の試みとして、「ハート広場」という、お年

寄りや小さな子どもの憩いの場も新設

されました。

工事は、校舎周辺の植栽を除いてほ

ぼ完了し、より充実した教育施設として、

第&セメスターを迎えます。

 月!日、豊平まちづくりセンターにおいて、
国際交流センター、学生支援センター共催の

留学生交歓会が開かれました。

留学生に教わりながら参加者全員で

たくさんの水餃子を作り、

出来たてをおいしくいただきました。

入学式を終えて、新入生ガイダンスが行われました。

写真で手にしているのは、

学生証（非接触"#カード）です。
そのほか、キャンパスガイドなどを受け取り、

大学生になった実感をかみしめていました。
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Campus Newsキャンパスニュース

北海商科大学
平成 !年度
入学式挙行

大 学 校 舎 完 成
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して初めての入学式が、北海学園国際会

議場で行われました。

オープンキャンパス
開催
平成 !年!月"日、受験生に大学を

公開する第 回オープンキャンパスが行
われました。

 階ロビーで募集要項などの資料を
受け取った参加者は、全体説明を受けた

海外語学留学生
中国、韓国に出発

正規のカリキュラムとして行われる$
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見ない本学ならではの取り組みです。そ
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日は!月%'日。翌% 日には、韓国太田
大学校に向け、(名が新千歳空港を発ち
日本を離れました。日本への帰国予定

は&月下旬です。
留学生は、どんな経験をして日本へ帰

ってくるでしょうか。次号では、留学の様

子を特集します。

本学学生
カナダ・レスブリッジ
大学へ
カナダ・アルバータ州立レスブリッジ大
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ラムは、 (!$年より学校法人北海学園
が行っており、今年は事業が開始されて
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!月"日から!月&(日までの日程で、
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を体験してきました。

(月 (日、本学&階図書館前ホール
にて、北海学園大学大学院法務研究科
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記念式が、カナダ、韓国、中国など、海外

からも多数の来賓のご臨席を得て行わ

れました。
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